
 

 

 

各会派が実施した視察一覧  

 

 

視察月日  視察会派  視察先及び視察項目  

令和５年  

６月 29 日

～ 30 日  

自由民主党  

平田観光株式会社（沖縄県石垣市）  

やいまＳＤＧｓツアーについて  

八重山殖産株式会社（沖縄県石垣市）  

ＳＤＧｓに係るユーグレナの取組について  

令和５年  

７月 18 日

～ 19 日  

公明党  

兵庫県神戸市  

ＫＯＢＥ  ＳＤＧｓ探究プログラムについて  

広島県広島市  

やぐちおもいやりタクシーについて  

令和５年  

７月 18 日

～ 19 日  

立憲民主党  

一般社団法人宮古島観光協会（沖縄県宮古島市）  

サスティナブルツーリズムの取組について  

沖縄県宮古島市  

エコアイランド宮古島の取組について  

令和６年  

１月 18 日

～ 19 日  

日本維新の会  

大阪府堺市  

堺エコライフポイント事業の取組について  

岡山県倉敷市  

ＳＤＧｓ未来都市及び自治体ＳＤＧｓモデル事業

の取組について  

令和５年  

11 月 13 日

～ 14 日  

民主フォーラム  

広島県廿日市市  

宮島水族館ＳＤＧｓプログラムについて  

山口県柳井市  

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組について  
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令和５年度郊外部再生・活性化特別委員会中間報告書  構成（案）  

  

１  付議事件  

  都市の成長の基盤を支える魅力と活力ある郊外部のまちづくりに関すること 。  

  

２  調査・研究テーマ  

  郊外部における持続可能な社会の実現による横浜の魅力づくりについて  

  

３  テーマ選定の理由  

  日本国内の人口減少と高齢化の進展に伴い、本市においても、少子高齢化が進

んでおり、市内活力の維持が課題となっている。  

  このような状況の中で、将来にわたって市内経済の活性化を図るためには、都

心部のみではなく、市内人口の３分の２が居住している郊外部での取組が一層重

要になると考えられるが、少子高齢化をはじめとする日本社会の構造的な変化の

中で、高度経済成長期以降、郊外部の活性化に大きく寄与してきた、各鉄道路線

を中心とする投資・開発による人の「呼び込み」、「定着化」に加えて、新たなア

プローチが必要となっている。  

  その中で、近年、国や地方自治体だけでなく、企業等民間においても、ＳＤＧ

ｓを旗頭として、次世代のために持続可能な社会をつくっていこうという意識・

取組が定着し、ＥＳＧ投資に代表されるように、ＳＤＧｓに向けた取組の有無が、

投資を呼び込み「選ばれる」ための重要な要素となっている。  

  本市は、ＳＤＧｓ未来都市に選定され、 2030年度における温室効果ガス排出削

減目標を 50％に設定するなど、脱炭素をはじめとする持続可能な社会の実現を最

重要政策に掲げているが、「多くの人・企業に選ばれ」、「定着してもらう」という

視点からは、活性化が必要な「郊外部」こそ、本市におけるＳＤＧｓ・脱炭素の

取組を意識的・先進的に行うプラットフォームになっていくべきと考えられる。  

  そこで、今年度は、郊外部がＳＤＧｓ・持続可能な社会の実現のリーディング

エリアとなることで、人と企業に選ばれる横浜をつくっていく可能性を検討する

ため、これまでの本市の郊外部におけるＳＤＧｓの取組、人や企業がＳＤＧｓ等

の観点から地域を選ぶ要素、全国各地での都心部以外での持続可能な社会に向け

た取組等について、調査・研究を行うこととした。  

 

４  委員会活動の経緯等  

（１）令和５年６月５日  委員会開催（第１回）  
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ア  議題  

  令和５年度の委員会運営方法について  

  イ  委員会開催概要  

  令和５年度の委員会運営方法及び今年度の調査・研究テーマ案について、

委員間で意見交換を行った。  

ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  

（２）令和５年９月 22日  委員会開催（第２回）  

  ア  議題  

    調査・研究テーマ「郊外部における持続可能な社会の実現による横浜の魅

力づくり」について  

  イ  当局説明概要  

調査・研究テーマに関連する本市施策について、次のとおり当局から説明

を聴取した後、意見交換を行った。  

【出席局】温暖化対策統括本部、建築局  

（ア）持続可能な住宅地推進プロジェクトについて （説明概要を記載）  

（イ）横浜版脱炭素化モデル事業について（説明概要を記載）  

（ウ）子育て世代定住促進モデル事業「省エネ住宅住替え補助」について  

（説明概要を記載）  

ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  

（３）令和５年 11月 30日  委員会開催（第３回）  

  ア  議題  

    参考人の招致について  

  イ  委員会開催概要  

本委員会の付議事件に関連して、参考人からの意見聴取を行うことを決定

した。  

    参考人：相鉄ホールディングス株式会社  

        経営戦略室事業創造担当  

        課長  坂  入    豊  氏  

    案件名：郊外部における持続可能な社会の実現に向けた取組について  

（４）令和５年 12 月５日  委員会開催（第４回）  

ア  議題  

    郊外部における持続可能な社会の実現に向けた取組について  

イ  参考人講演概要（参考人講演の概要を記載）  

  ウ  委員意見概要（委員会における委員意見等を記載）  

（５）令和６年２月７日  委員会開催（第５回）  

   当日の概要を記載  
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（６）次回委員会（第６回）  

   当日の概要を記載  

 

５  郊外部における持続可能な社会の実現による横浜の魅力づくりについてのまとめ 

  委員意見等から導き出される本委員会のまとめを記載  
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